
ノボペン® 6 /ノボペン エコー® プラスを使用される方へ

アプリ連携の手引き

【監修】  東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授　西村 理明先生
この冊子ではノボペン® 6またはノボペン エコー® プラスのインスリン投与データをFreeStyleリブレ
Linkアプリに取り込み、医療従事者と共有する方法をご紹介します。
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※画面はイメージです。



© 2023 Abbott. All Rights Reserved. 「FreeStyle」、「リブレ」、「FreeStyleリブレセンサー」と関連するブランドマークはAbbottがその権利を有しています。FreeStyleリブレLinkは医療機器です。

インスリン投与データを
FreeStyleリブレLinkアプリに取り込む

FreeStyleリブレLinkアプリのメニューから「インスリンペン」を選択し、
案内に従ってお使いのノボペン®とインスリンを選択。1

ノボペン®をスマートフォンにかざして
データ転送を実施。2
※ノボペン®本体に800回分の投与履歴が保存されるため、毎回のデータ転送は不要。

記録の手間が省ける！

※画面はイメージです。

※画面はイメージです。

インスリン投与量とグルコース値の履歴を確認。3
インスリン投与量と
グルコース値の関係を
確認できる！

※画面はノボペン® 6を使用している場合。



主治医からの質問にも
データを見ながら
簡単に回答できる！

インスリン投与データを医療従事者と共有する

FreeStyleリブレLinkアプリのメニューから「連携アプリ」を選択し、リブレ
Viewの「連携する」をタップ。
「医療プラクティスID」を入力し、インスリン投与データを医療従事者と共有。

2

医療機関を受診し、共有した
インスリン投与データをもとに
診察を受ける。

3

「医療プラクティスID」を主治医に
教えてもらう。1

※画面はイメージです。

※主治医からメールで招待してもらう方法もあります。



ノボペン® 6、ノボペン エコー® プラスはインスリン投与の時間と単位を自動で
記録し、これまでのインスリン投与の振り返りを可能にします。このインスリン

投与データは今後の治療を考えるうえでも重要な役割を果たします。ぜひ医療

従事者と共有して、明日からの治療について相談してください。より良いアド

バイスがもらえるはずです。

FreeStyleリブレ / FreeStyleリブレLinkに
関するお問い合わせ

平日 8:00～20:00
祝日 8:00～17:00
（土日を除く）

0120-37-8055
お客様
相談窓口

ノボペン® 6 / ノボペン エコー® プラスに
関するお問い合わせ

平日 9:00～17:00
（祝日・会社休日を除く）

0120-180363
夜間及び土日・祝日・会社休日※

0120-359516

ノボケア
相談室

※お問い合わせ内容によっては、翌営業日に回答させていただく場合がございます。

※画面はイメージです。
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